
600

650

700

750

800

850

900

950

1,000

1,050

1,100

1,150

1,200

1,250

1,300

1,350

1,400

1,450

1,500

1,550

1,600

1,650

1,700

1,750

1,800

1,850

1,900

1,950

2,000

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

水道料金（1,200円）＋下水道使用料（720円）改定グラフ円
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水道料金（1,100円）＋下水道使用料（820円）改定グラフ
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水道料金（1,000円）＋下水道使用料（920円）改定グラフ
円
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上下水道料金改定モデルパターン比較グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【３パターンの特徴・・・単価の設定の仕方によっても変わってくるが大まかな特徴として】 

 

 水 道：料金収入の減収が一番少ない。                 水 道：料金収入の減収は、３パターンの中で間             水 道：料金収入の減収が一番多い。 

 下水道：改定時の使用料収入額は、３パターン同じ            下水道：改定時の使用料収入額は、３パターン同じ            下水道：改定時の使用料収入額は、３パターン同じ 

     経年後の減収が一番少ない。                      経年後の減収は、３パターンの中で間                  経年後の減収は、一番多い。 

     21→24になるほど小口の負担が減少するが、減収も進む。          31→34になるほど小口の負担が減少するが、減収も進む。         41→44になるほど小口の負担が減少するが、減収も進む。 

 

資料③ 

下水:B-31案 

水道:現行 

水道:B-30案 

下水:B-33案 

下水:B-34案 

下水:現行 
下水:B-32案 下水:B-41案 

水道:B-40案 

下水:B-42案 

水道:現行 

下水:B-44案 

下水:B-43案 

下水:現行 

水道:現行 

水道:B-20案 

下水:B-21案 

下水:B-22案 

下水:B-23案 

下水:B-24案 

下水:現行 

水道は 10㎥以上改定後も変更なし 
水道は 10㎥以上改定後も変更なし 水道は 10㎥以上改定後も変更なし 


